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　25の離島で構成されている上島町には、₇つの有人島があり、
その島々を橋で渡っていく「ゆめしま海道」がサイクリングに好
適であることから、近年、サイクリストから注目を集めていま
す。クルージングと₂つの海道が楽しめるだけではなく、良好な
交通アクセスや、島内に信号が₁つもなく、交通量の少ない環境
等が評価されています。多くのサイクリストが町を訪れ、橋や島
内の海岸線を疾走する姿は、新たな点景となり、島内景観の一部
を形成するに至っています。
　ゆめしま海道は現在、弓削島・佐島・生名島が、弓削大橋、生
名橋でそれぞれ結ばれており、2022年₃月には、生名島と岩城島
を結ぶ「岩城橋」が完成予定です。本年も「しまなみ・ゆめしま
サイクリングフェス2019」等の自転車関連イベントが開催される
予定となっており、岩城橋開通に向けて、今後ますます、ゆめし
ま海道が注目を集めることとなりそうです。

上島町﹁ゆめしま海道とサイクリング﹂
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稲
本
本
県
会
長
が

　
　
全
国
町
村
会
副
会
長
に
選
任

�

全
国
町
村
会
理
事
会

新
役
員
を
選
出

�

全
国
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総
会

　

全
国
町
村
会
は
、
7
月
2
日
全
国
町
村

会
館
で
開
催
し
た
理
事
会
に
お
い
て
、
任

期
満
了
に
伴
う
会
長
の
選
挙
を
行
い
、
荒

木
泰
臣
氏
（
熊
本
県
町
村
会
長
・
嘉
島
町

長
）
を
再
選
し
た
。

　

荒
木
会
長
は
就
任
あ
い
さ
つ
で
、
近
年

相
次
ぐ
自
然
災
害
に
つ
い
て
、「
被
災
地

の
復
興
は
未
だ
道
半
ば
で
あ
り
、
復
興
事

業
が
円
滑
か
つ
確
実
に
遂
行
で
き
る
よ
う
、

国
に
力
強
い
支
援
を
求
め
て
い
く
」
と
述

べ
た
ほ
か
、少
子
高
齢
化
、人
口
減
少
の
克

服
と
地
域
経
済
の
活
性
化
と
い
う
町
村
の

重
要
課
題
を
挙
げ
、「
全
国
9
2
6
町
村
が

一
丸
と
な
り
、
国
と
共
に
地
方
創
生
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
町
村
運
営
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
財

政
基
盤
の
安
定
化
に
向
け
、
地
方
交
付
税

を
含
む
一
般
財
源
総
額
の
確
保
に
つ
い
て

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
は
、
7
月
17
日

㈬
全
国
町
村
議
員
会
館
で
臨
時
総
会
を
開

催
し
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選
挙
を

行
っ
た
結
果
、
左
記
の
と
お
り
役
員
を
選

出
し
た
。

　

ま
た
、臨
時
総
会
終
了
後
、「
全
国
町
村

議
会
議
長
会
創
立
70
周
年
記
念
祝
賀
会
」

が
ル
ポ
ー
ル
麹
町
で
開
催
さ
れ
、
本
会
か

ら
森
永
会
長
（
内
子
町
議
長
）
と
事
務
局

長
が
出
席
し
た
。

も
、
精
一
杯
の
努
力
を
す
る
と
と
も
に
国

へ
要
請
し
て
い
く
」
と
決
意
を
表
明
し
た
。

　

ま
た
、
7
月
25
日
に
同
会
館
で
開
催
し

た
理
事
会
に
お
い
て
、
副
会
長
及
び
監
事

の
選
任
が
行
わ
れ
、
稲
本
本
県
会
長
が
副

会
長
に
選
任
さ
れ
た
。

　

任
期
は
令
和
元
年
7
月
31
日
か
ら
2
年

間
。

　

新
役
員
名
簿
は
左
記
の
と
お
り
。

役　　員　　名　　簿
会　長　　松　尾　文　則（佐賀県有田町議会議長）
副会長　　市　原　重　光（千葉県睦沢町議会議長）
副会長　　南　雲　　　正（新潟県湯沢町議会議長）
理　事　　渡　部　孝　樹（北海道厚真町議会議長）
理　事　　渡　邉　一　夫（福島県川内村議会議長）
理　事　　亀　澤　　　進（静岡県森町議会議長）
理　事　　新　澤　良　文（奈良県高取町議会議長）
理　事　　山　中　康　樹（島根県邑南町議会議長）
理　事　　加　藤　秀　數（徳島県佐那河内村議会議長）
監　事　　石　戸　秀　雄（青森県大間町議会議長）
監　事　　倉　知　敏　美（愛知県大口町議会議長）
監　事　　徳　光　義　昭（広島県世羅町議会議長）

稲本副会長

全国町村会　役員名簿
（令和元年₇月25日　全国町村会）

会　長 荒　木　泰　臣 熊本県町村会長 嘉島町長
副会長（会長代行） 棚　野　孝　夫 北海道町村会長 白糠町長
副会長（会長代行） 太　田　長　八 静岡県町村会長 東伊豆町長
副会長（会長代行） 永　原　譲　二 福岡県町村会長 大任町長
副会長 原　田　眞　樹 山形県町村会長 庄内町長
副会長 小　椋　敏　一 福島県町村会長 北塩原村長
副会長 古　口　達　也 栃木県町村会長 茂木町長
副会長 岩　田　利　雄 千葉県町村会長 東庄町長
副会長 杉　本　博　文 福井県町村会長 池田町長
副会長 庵　逧　典　章 兵庫県町村会長 佐用町長
副会長 椎　木　　　巧 山口県町村会長 周防大島町長
副会長 稲　本　隆　壽 愛媛県町村会長 内子町長
顧　問 藤　原　忠　彦 前長野県町村会長 川上村長
監　事 河　村　文　夫 東京都町村会長 奥多摩町長
監　事 植　村　家　忠 奈良県町村会長 高取町長
監　事 宮　脇　正　道 鳥取県町村会長 湯梨浜町長
監　事（弁護士） 小　澤　徹　夫

（向かって左から）加藤徳島県議長会長、岩垣高知県議長会長
櫻井全国議長会前会長、荒木全国町村会長、松尾全国議長会新会長
河野香川県議長会長、森永愛媛県議長会長
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西田愛媛県議会議長 神野愛媛県副知事

野村修也講師

第53代会長　程内　覺氏 歴代会長の皆様

岡本愛媛県町村会副会長

創
立
70
周
年
記
念
議
員
研
修
大
会
を
開
催

　

歴
代
会
長
に
感
謝
状
を
贈
呈

県
町
村
議
会
議
長
会

　

今
年
は
、
本
会
創
立
70
周
年
に
当
た
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
記
念
す
る
議
員
研
修

大
会
が
、
7
月
25
日
㈭
午
後
1
時
30
分
か

ら
『
メ
ル
パ
ル
ク
松
山
』
で
、
町
議
会
議

員
ら
約
1
3
0
人
余
が
出
席
の
下
、
盛
大

に
開
催
さ
れ
た
。

　

は
じ
め
に
、
創
立
70
周
年
記
念
式
典
が

行
わ
れ
、
赤
松
副
会
長
（
松
野
町
議
長
）

の
開
会
の
言
葉
に
続
い
て
森
永
会
長
（
内

子
町
議
長
）
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

　

次
い
で
、
60
周
年
以
降
の
歴
代
会
長
に

対
し
て
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
受
賞
者
10
名

を
代
表
し
て
第
53
代
会
長
の
程
内
覺
氏
が

受
領
し
た
。

　

次
に
、
来
賓
の
知
事
（
神
野
副
知
事
代

理
出
席
）、
西
田
県
議
会
議
長
及
び
県
町

村
会
長
（
岡
本
副
会
長（
松
前
町
長
）代
理

出
席
）
か
ら
、
懇
篤
な
祝
辞
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
程
内
覺

氏
か
ら
謝
辞
が
あ
っ
て
式
典
を
終
了
。

　

次
い
で
研
修
会
に
入
り
、
中
央
大
学
法

科
大
学
院
教
授
で
弁
護
士
の
野
村
修
也
氏

か
ら
「
地
方
創
生　

成
功
の
鍵
」
と
題
す

る
講
演
を
聴
講
。

　

最
後
に
、
竹
内
監
事
（
伊
方
町
議
長
）

の
閉
会
あ
い
さ
つ
で
終
了
し
た
。

　〈
感
謝
状
贈
呈
者
〉　　
　
（
敬
称
略
）

第
44
代
会
長　

西
村　

良
彰
（
砥
部
町
）

第
45
代
会
長　

吉
村　

直
城
（
愛
南
町
）

第
46
代
会
長　

早
瀬　

武
臣
（
松
前
町
）

第
47
代
会
長　

玉
井　

春
鬼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
久
万
高
原
町
）

第
48
代
会
長　

林　
　
　

博
（
内
子
町
）

第
49
代
会
長　

関
本　

良
夫
（
松
野
町
）

第
50
代
会
長　

三
好　

勝
利
（
松
前
町
）

第
51
代
会
長　

原　
　

博
彦
（
上
島
町
）

第
52
代
会
長　

岡
井
馨
一
郎
（
松
前
町
）

第
53
代
会
長　

程
内　
　

覺
（
鬼
北
町
）
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令
和
元
年
度
副
町
長
会
が
、
7
月
12
日

午
後
2
時
30
分
か
ら
「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
え
ひ

め
」
で
開
催
さ
れ
た
。
出
席
者
は
、
稲
本

愛
媛
県
町
村
会
長
（
内
子
町
長
）
及
び
県

下
9
町
の
副
町
長
。

　

会
議
は
ま
ず
、
小
野
植
代
表
幹
事
（
内

子
町
副
町
長
）
及
び
稲
本
会
長
の
あ
い
さ

つ
が
あ
っ
た
後
に
、
協
議
に
入
り
、
次
の

と
お
り
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

⑴　

県
市
町
振
興
課
の
三
木
課
長
か
ら

　

◦
職
場
に
お
け
る
旧
姓
使
用
に
つ
い
て

　

◦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
自
治
体
職

員
の
取
得
に
つ
い
て

　

◦
公
営
企
業
の
法
適
用
化
に
つ
い
て

　

◦
緊
急
自
然
災
害
防
止
対
策
事
業
債
に

つ
い
て

⑵　

各
町
か
ら
の
提
出
問
題
に
つ
い
て

　

①　

条
件
附
採
用
職
員
の
免
職
処
分
に

つ
い
て�

（
上
島
町
提
出
）

　

②　

生
活
保
護
受
給
者
の
本
人
確
認
に

つ
い
て�

（
松
前
町
提
出
）

　

③　

高
齢
者
等
、
避
難
に
時
間
を
要
す

る
人
に
対
す
る
メ
ー
ル
配
信
に
つ
い

て�

（
砥
部
町
提
出
）

　

④　

公
共
事
業
実
施
に
お
け
る
「
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
」
方
式
の
実
施
事
例
に
つ

い
て�

（
伊
方
町
提
出
）

　

⑤　

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
内
部
統

制
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

�

（
愛
南
町
提
出
）

　

⑥　

子
育
て
支
援
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化

令
和
元
年
度
副
町
長
会
を
開
催

��
���� �

7
月
12
日
　
愛
媛
県
町
村
会

令
和
元
年
度
総
務
課
長
会
議
を
開
催

��
���� �

7
月
26
日
　
愛
媛
県
町
村
会

に
つ
い
て�

（
内
子
町
提
出
）

　

⑦　

敬
老
会
の
開
催
内
容
に
つ
い
て

�

（
上
島
町
提
出
）

　
　

前
記
7
題
に
つ
い
て
、
各
町
の
現
状

と
対
策
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ

た
。

⑶　

全
国
町
村
会
災
害
対
策
費
用
保
険
制

度
に
つ
い
て

⑷　

愛
媛
県
町
村
会
等
に
つ
い
て

　
　

①　

愛
媛
県
町
村
会

　
　

②　

愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合

　
　

③　
（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

　

令
和
元
年
度
総
務
課
長
会
議
が
、
7
月

26
日
午
後
2
時
30
分
か
ら
「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

え
ひ
め
」で
開
催
さ
れ
た
。
出
席
者
は
、県

下
9
町
の
総
務
課
長
。

　

会
議
は
ま
ず
、
本
会
渡
部
局
長
の
あ
い

さ
つ
の
後
、
協
議
に
入
り
、
次
の
と
お
り

議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

⑴　

各
町
か
ら
の
提
出
問
題
に
つ
い
て

　

①　
「
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
」施
行

準
備
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

�

（
久
万
高
原
町
提
出
）

　

②　

職
員
の
執
務
時
間
に
お
け
る
喫
煙

に
つ
い
て�

（
松
前
町
提
出
）

　

③　

働
き
方
改
革
―
超
過
勤
務
の
縮
減

に
つ
い
て
―�

（
内
子
町
提
出
）

　

④　

事
務
処
理
ミ
ス
に
対
す
る
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
、
防
止
対
応
方
針
に
つ
い

て�

（
内
子
町
提
出
）

　
　

前
記
4
題
に
つ
い
て
、
各
町
の
現
状

と
対
策
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ

た
。

⑵　

全
国
町
村
会
災
害
対
策
費
用
保
険
制

度
に
つ
い
て

⑶　

愛
媛
県
町
村
会
等
に
つ
い
て

　

①　

愛
媛
県
町
村
会

　

②　

愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合

　

③　
（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

⑷　

そ
の
他

　

・
愛
媛
県
自
治
会
館
に
つ
い
て

　
　

そ
れ
ぞ
れ
事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、

一
同
了
承
し
た
。

　

な
お
、
会
議
終
了
後
、
意
見
交
換
会
を

実
施
し
た
。

⑸　

そ
の
他

　

・
愛
媛
県
自
治
会
館
に
つ
い
て

　
　

そ
れ
ぞ
れ
事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、

一
同
了
承
し
た
。

⑹　

次
期
開
催
に
つ
い
て

　

な
お
、
会
議
終
了
後
、
意
見
交
換
会
を

実
施
し
た
。
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四
国
四
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
研
修
会
が
、7
月
4
日（
木
）午
後
2
時
か
ら

高
知
市
の
『
ザ　

ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
新
阪
急
高
知
』
で
、四
国
四
県
町
村
監
査
委

員
ら
1
6
7
名（
本
県
25
人
）が
出
席
の
下
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

四
国
四
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会

�

研
修
会
を
開
催

　

研
修
会
は
、
は
じ
め
に
地
元
高
知

県
町
村
等
監
査
委
員
協
議
会
の
濱
中

会
長
が
開
会
の
挨
拶
を
述
べ
た
の
ち
、

た
だ
ち
に
研
修
に
入
り
、
愛
媛
県
砥

部
町
代
表
監
査
委
員
の
影
浦
浩
二
氏

を
講
師
に
、「
監
査
委
員　

監
査
基

準
の
理
解
と
読
み
方
―
改
正
法
に
基

づ
く
策
定
等
の
指
針
―
」
と
題
し
て
、

約
3
時
間
の
講
演
を
聴
講
し
た
。

　

最
後
に
、
次
期
開
催
県
で
あ
る
徳

島
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
の
高
木

会
長
の
閉
会
挨
拶
が
あ
り
、
午
後
5

時
20
分
研
修
会
を
終
え
た
。

　

な
お
、
研
修
会
終
了
後
に
は
、
同

所
で
四
国
四
県
の
監
査
委
員
相
互
の

交
流
を
深
め
る
た
め
の
交
流
会
が
開

催
さ
れ
た
。

　

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
は
、
7
月
31

日
「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
え
ひ
め
」
で
「
令
和
元

年
度
第
1
回
全
員
協
議
会
」
を
開
催
し
た
。

　

会
議
に
は
、
県
内
9
町
議
会
議
長
が
出

席
し
、
次
の
と
お
り
進
め
ら
れ
た
。

1　

開　

会

2　

あ
い
さ
つ　
　

森
永
会
長

3　

会
議
録
署
名
人
の
指
名

　
　

森
永
会
長
が
議
長
と
な
っ
て
次
の
と

お
り
指
名
し
た
。

　
　
　
　
　

池
本
上
島
町
議
長

　
　
　
　
　

内
倉
愛
南
町
議
長

第
１
回
全
員
協
議
会
を
開
催

����� ��

優
良
議
会
に 

鬼
北
町
議
会
を
推
薦

県
町
村
議
会
議
長
会

4　

報　

告

　

⑴　

行
事
関
係
に
つ
い
て

　

⑵　

請
願
・
意
見
書
等
に
関
す
る
定
例

報
告
に
つ
い
て

　
　

以
上
の
2
点
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら

一
括
説
明
が
あ
り
、
一
同
了
承
し
た
。

5　

協　

議

　

⑴　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
町
村
議
会

表
彰
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、
協
議

の
結
果
、
本
年
度
は
鬼
北
町
議
会
を

推
薦
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　

⑵　

四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
研
修

会
に
つ
い
て

　

⑶　

四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会
に

つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
施

要
領
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
一
同

了
承
し
た
。

　

⑷　

創
立
70
周
年
記
念
町
村
議
会
議
長

全
国
大
会
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
実
施
要
領
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
一
同
了
承
し
た
。

　

⑸　

そ
の
他

　
　

①　

次
回
全
員
協
議
会
に
つ
い
て

　
　
　
　

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、
協

議
の
結
果
、
第
2
回
全
員
協
議
会

を
上
島
町
で
開
催
す
る
こ
と
に
決

定
。
細
部
に
つ
い
て
は
正
副
会
長

に
一
任
さ
れ
た
。

6　

閉　

会

影浦浩二講師
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令和元年度町村議会広報クリニック開催要領
₁　目　的
　　議会活動に対する住民の関心と理解を深めることが求め
られている状況に鑑み、町村議会広報実務担当者を対象にし
た研修及び意見交換の場を設け、議会広報の発展に資するこ
とを目的とする。
₂　受講対象者
　　東海、近畿、中国、四国、九州地区の町村議会広報担当者（議
員又は事務局職員）で各府県町村議会議長会が推薦する者。
₃　日　時
　　令和元年₇月10日（水）　午後₁時30分から午後₅時まで
　　　（※午後零時30分から受付）
₄　場　所
　　全国町村議員会館　₂階会議室、₁階第₄会議室
　　東京都千代田区一番町25番地（tel：03-3264-8185）
₅　研修内容	
　　議会広報クリニック

令和元年度町村議会広報クリニック日程

■令和元年₇月10日（水）　東海、近畿、中国、四国、九州
　12:30～13:30　受　付
　13:30～17:00 「議会広報クリニック」
　　第₁分科会　全国町村議員会館　₂階会議室
　　　　　　　　　グラフィックデザイナー	　長岡　光弘 氏
　　第₂分科会　全国町村議員会館　₁階第₄会議室
　　　　　　　　　自治体広報広聴研究所代表	 金井　茂樹 氏
　　第₃分科会　ＴＫＰ麹町駅前会議室 ホール₈Ａ
　　　　　　　　　議会広報サポーター	　　　芳野　政明 氏

令
和
元
年
度
町
村
議
会
広
報

ク
リ
ニ
ッ
ク
が
開
か
れ
る

砥
部
町
か
ら
5
人
が
出
席

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
主
催
に
よ
る
、

「
令
和
元
年
度
町
村
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ

ク
」
が
7
月
9
日
か
ら
11
日
に
わ
た
り
、

全
国
町
村
議
員
会
館
及
び
Ｔ
Ｋ
Ｐ
麹
町
駅

前
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
受
講
希
望
者
が

多
い
こ
と
か
ら
、
全
国
を
3
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
け
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
3
日
間
で

1
3
1
町
村
議
会
・
約
6
6
0
人
が
参

加
。
本
県
か
ら
は
、
砥
部
町
の
編
集
委
員

等
5
人
が
出
席
し
た
。

令
和
元
年
度
町
村
議
会

事
務
局
職
員
研
修
会

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
主
催
に
よ
る
、

「
令
和
元
年
度
町
村
議
会
事
務
局
職
員
研

修
会
」
が
7
月
30
日
、
東
京
・
シ
ェ
ー
ン

バ
ッ
ハ
・
サ
ボ
ー
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か

ら
約
2
5
0
人
、
う
ち
本
県
か
ら
は
松
前

町
、
砥
部
町
、
内
子
町
、
愛
南
町
の
4
人

の
町
村
議
会
事
務
局
職
員
が
参
加
し
、
熱

心
に
受
講
し
た
。

令和元年度町村議会事務局職員研修会日程

　 日時：令和元年₇月30日（火）13時～17時
　 会場：シェーンバッハ・サボー　₁階　淀・信濃

研修時間 研修テーマ	・	講師

12:00～13:00 受　　付

13:00～14:00

「議会・議員を支える法制知識」
　議会事務局実務研究会
　　議会アドバイザー
　	 吉　田　利　宏　氏　

14:10～14:20 休　　憩

14:20～15:30
「議会の役割と運営」
　　全国町村議会議長会 議事調査　

15:30～15:40 休　　憩

15:40～16:50

「会議録はどうつくるか
　～一筋縄ではいかない発言の文章化～」
　　公益社団法人日本速記協会
　　	 理　事　山　﨑　惠　喜　氏　
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愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
は
、
7
月

18
日（
木
）東
京
第
一
ホ
テ
ル
松
山
に
お
い

て
、「
中
国
四
国
地
区
退
職
手
当
組
合
事
務

連
絡
会
議
」
を
開
催
し
た
。

　

会
議
に
は
、
全
国
市
町
村
職
員
退
職
手

当
組
合
連
合
会
か
ら
伊
藤
副
部
長
及
び
隈

部
主
事
、
中
国
四
国
各
県
か
ら
事
務
担
当

者
等
20
人
が
参
集
し
た
。

　

会
議
で
は
、
各
県
提
出
議
題
「
毎
月
勤

労
統
計
調
査
に
よ
る
失
業
者
の
退
職
手
当

追
加
給
付
に
つ
い
て
」
等
5
議
題
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
次
期
開
催
県
に

　
愛
媛
県
町
村
会

　
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会

　
愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合

　
公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

　

こ
の
た
び
愛
媛
県
自
治
会
館
を
建
て
替

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

つ
い
て
は
、建
て
替
え
工
事
に
伴
い
、11

月
5
日
か
ら
約
2
年
間
、
下
記
の
仮
事
務

所
に
移
転
い
た
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。	

　

新
会
館
が
で
き
る
ま
で
、
な
に
か
と
ご

迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

〒
7
9
0
-0
0
6
7

　

松
山
市
大
手
町
一
丁
目
7
番
地
3

　

松
山
大
手
町
ビ
ル
3
階

※
電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。

仮
事
務
所
移
転
の
ご
案
内

中
国
四
国
地
区
退
職
手
当
組
合
事
務
連
絡
会
議
を
開
催

愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
　

は
広
島
県
を
決
定
し
た
。

　

意
見
交
換
を
行
っ
た
議
題
は
次
の
と
お

り
。

○
議　

題

　
〈
各
組
合
提
出
議
題
〉

　

1　

毎
月
勤
労
統
計
調
査
に
よ
る
失
業

者
の
退
職
手
当
追
加
給
付
に
つ
い
て

　

2　

失
業
者
の
退
職
手
当
に
つ
い
て

　

3　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
つ
い

て

　

4　

死
亡
退
職
に
お
け
る
受
給
権
者
へ

の
支
給
に
つ
い
て

　

5　

退
職
手
当
等
の
振
込
み
に
つ
い
て

愛媛県町村会等 仮事務所　移転先位置図

現在地（県自治会館４階）
松山市一番町四丁目１番地2

移転予定先（松山大手町ビル３・４階）
松山市大手町一丁目7番地3 

愛媛県自治会館新会館完成予想図



　令和元年 7月31日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 124 号　（8）　

7
月
の
会
と
催
し

▽
2
日
＝
全
国
町
村
会
理
事
会
・
都
道
府

県
町
村
会
長
会
、
北
方
領
土
返
還
要
求

愛
媛
県
民
会
議
令
和
元
年
度
定
期
総
会
、

「
地
方
議
会
運
営
の
実
務
」検
討
委
員
会

▽
3
日
＝
全
国
山
村
振
興
連
盟
理
事
会
、

都
道
府
県
市
町
村
振
興
協
会
事
務
局
長

会
議
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
連
絡
調

整
会
議
、
全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会

幹
事
会

▽
4
日
＝
令
和
元
年
度
四
国
四
県
町
村
監

査
委
員
協
議
会
研
修
会

▽
10
日
＝
令
和
元
年
度
町
村
議
会
広
報
ク

リ
ニ
ッ
ク

▽
11
日
＝
令
和
元
年
度
第
30
回
愛
媛
県
青

年
海
外
協
力
隊
を
育
て
る
会
通
常
総
会

▽
12
日
＝
令
和
元
年
度
副
町
長
会

▽
16
日
＝
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
会

長
・
事
務
局
長
会
、
西
日
本
地
区
各
県

町
村
議
会
議
長
会
協
議
会

▽
17
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総

会
等
一
連
会
議
及
び
創
立
70
周
年
記
念

祝
賀
会
、（
一
財
）全
国
町
村
議
員
会
館

臨
時
評
議
員
会
、
令
和
元
年
度
町
議
会

事
務
局
職
員
研
修
会

▽
18
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
都
道
府

県
会
長
会
、
松
山
―
台
北
線
就
航
記
念

祝
賀
会
、
中
国
・
四
国
地
区
退
職
手
当

組
合
事
務
連
絡
会
議

▽
19
日
＝
台
湾
交
通
部
林
佳
龍
部
長
主
催

「
感
謝
の
夕
べ
」

▽
24
日
＝
令
和
元
年
度
労
働
衛
生
業
務
担

当
者
研
修
会
、令
和
元
年
度
愛
媛
県「
特

別
セ
ミ
ナ
ー
」

▽
25
日
＝（
一
財
）全
国
自
治
協
会
評
議
員

会
、
全
国
町
村
会
理
事
会
・
都
道
府
県

町
村
会
長
会
・
全
国
生
協
総
代
会
、
愛

媛
県
町
村
議
会
議
長
会
創
立
70
周
年
記

念
議
員
研
修
大
会

▽
26
日
＝
愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
平

成
30
年
度
会
計
監
査
、
四
国
開
発
幹
線

自
動
車
道
建
設
期
成
同
盟
会
平
成
30
年

度
決
算
監
査
、
令
和
元
年
度
総
務
課
長

会
議

▽
27
日
＝
愛
媛
県
自
転
車
新
文
化
推
進
協

会
「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
㏌
し
ま
な
み
エ
リ

ア（
大
三
島
）」

▽
28
日
＝
第
25
回
全
国
「
か
ま
ぼ
こ
板
の

絵
」
展
覧
会
表
彰
式

▽
29
日
＝
内
外
情
勢
調
査
会
松
山
支
部
懇

談
会
、
第
1
回
愛
媛
県
再
犯
防
止
推
進

会
議

▽
30
日
＝
令
和
元
年
度
町
村
議
会
事
務
局

職
員
研
修
会

▽
31
日
＝
議
長
会
第
1
回
全
員
協
議
会

　　
　

謙
虚
と﹁
お
じ
ぎ
﹂

　

こ
の
世
の
生
物
は
、
地
球
と
称
す
る
球

体
の
各
部
分
で
い
ろ
ん
な
環
境
に
接
し
、

ま
た
育
ま
れ
生
き
て
い
る
。
特
に
人
間
に

と
っ
て
切
り
離
す
こ
と
の
出
来
な
い
日
々

の
生
活
環
境
は
、
共
存
と
云
う
よ
り
も
平

常
で
有
り
た
い
。

　

今
、そ
の
自
然
体
系
の
環
境
が
、
徐
々
に

変
わ
り
つ
つ
あ
る
。赤
道
か
ら
南・北
へ
の
緯

度
数
が
、教
科
書
ど
う
り
説
明
し
に
く
い
状

態
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
偏
西
風
も
従
来

の
よ
う
な
場
所・動
き
か
ら
大
き
く
外
れ
、

た
め
に
大
気
も
不
安
定
で
あ
る
。そ
の
行
き

着
く
先
は
異
常
気
候
の
為
す
が
ま
ま
で
あ
る
。

　

北
極
圏
で
30
℃
を
超
し
、
欧
州
の
熱
波

は
、
パ
リ
の
45
・
9
℃（
6
月
末
）、
ド
イ

ツ
、
イ
タ
リ
ア
も
40
℃
超
、
日
本
列
島
も

沖
縄
県
よ
り
北
海
道
の
方
が
気
温
が
高
く

な
る
こ
と
が
此
処
の
と
こ
ろ
度
々
で
あ
る
。

台
風（
地
域
に
よ
っ
て
言
い
方
が
異
な
る
）

は
各
地
で
巨
大
化
の
方
向
へ
、
豪
雨
、
雷
、

竜
巻
な
ど
自
然
環
境
は
半
端
で
は
な
い
時

代
。
地
中
も
大
気
に
負
け
じ
？
と
計
り
知

れ
な
い
動
き
を
し
つ
つ
あ
る
。

　

前
月
で
も
触
れ
た
が
、
各
国
の
リ
ー

ダ
ー
は
、
小
な
る
国
益
、
自
分
自
身
に
目

を
奪
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
一
丸
と
な
っ
て

現
科
学
の
力
・
頭
脳
を
フ
ル
回
転
し
て
、地

球
環
境
好
転
に
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む

べ
き
で
あ
り
願
い
た
い
。
肝
心
な
も
の
を

忘
却
し
、
た
だ
の
愚
か
な
人
間
集
団
の
未

来
は
、
泥
舟
に
等
し
い
結
果
を
迎
え
る
…
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
環
境
が
、
世
間
の

空
気
に
も
伝
染
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
尊

い
生
命
に
関
わ
る
殺
傷
事
件
、
詐
欺
事
件
、

そ
の
他
不
可
思
議
な
事
件
の
多
発
、
若
年

層
の
自
殺
、気
を
引
き
締
め
れ
ば
阻
止
で

き
る
交
通
事
故
は
、日
々
目
に
余
る
。
さ
ら

に
国
外
で
は
、
真
実
は
一
つ
の
は
ず
が
身

勝
手
な
言
動
・
動
き
扇
動
に
よ
っ
て
、人
間

本
来
の
信
頼
を
失
い
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
ら

社
会
現
象
は
残
念
と
し
か
言
い
よ
う
が
な

い
。
一
個
人
の
性
で
は
済
ま
さ
れ
ま
い
。

　

今
や
日
本
の
ア
ニ
メ
は
、
日
本
文
化
の

新
分
野
と
し
て
世
界
に
そ
の
名
を
馳
せ
て

い
る
が
、
先
ご
ろ
京
都
の
ア
ニ
メ
ス
タ
ジ

オ
が
襲
わ
れ
、
有
能
な
若
い
ア
ニ
メ
ー

タ
ー
が
多
く
逝
去（
合
掌
）、
多
数
の
負
傷

者
が
出
た
。
平
和
で
夢
を
提
供
す
る
ア
ニ

メ
社
会
も
現
実
で
は
、
冷
た
い
社
会
に
引

き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
時
、
ウ
イ
ン
ブ
ル
ド
ン

ジ
ュ
ニ
ア
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝
！
の
望

月
慎
太
郎
さ
ん
14
歳
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
素

晴
ら
し
い
。
し
か
も
試
合
直
後
の
謙
虚
な

挨
拶
、
会
場
で
観
衆
各
方
角
へ
の
日
本
人

独
特
の
「
お
じ
ぎ

4

4

4

」
す
る
姿
、
こ
の
素
朴

な
姿
こ
そ
失
っ
て
い
な
い
真
の
日
本
人
を

自
然
体
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。会
場
、全

世
界
に
放
映
さ
れ
た
和
や
か
な
す
が
す
が

し
い
空
気
、
空
間
を
今
の
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
は
失
い
つ
つ
あ
る
…
。

�

　
（
Ｔ
）

 

「
青
年
よ
、
青
年
よ
、
常
に
正
義
と
と
も

に
あ
れ
。
若
し
正
義
の
観
念
が
汝
の
う

ち
で
薄
れ
る
よ
う
な
事
が
あ
れ
ば
、
汝

は
あ
ら
ゆ
る
危
険
に
陥
る
だ
ろ
う
」

�

（
ゾ
ラ　

フ
ラ
ン
ス
の
作
家
）

一

筆

編
集
後
記

　

令
和
元
年
7
月

18
日（
木
曜
日
）に

台
湾
の
大
手
航
空

会
社
の
エ
バ
ー
航

空
の
松
山
―
台
北

線
が
新
規
就
航
し

ま
し
た
。
週
に
2

往
復
（
木
曜
日
・

日
曜
日
）、日
本
と

の
時
差
も
1
時
間

程
度
で
す
。

　

皆
さ
ん
、
エ
バ
ー
航
空
松
山
―
台
北
線

を
利
用
し
て
台
湾
へ
出
か
け
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

私
も
台
湾
の
歴
史
、
文
化
、
食
を
堪
能

し
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。


